
(57)【要約】

【課題】複雑な塗装工程の必要なく、且つ塗装工の熟練

度に頼ることなく、塗料を塗装して容易に形成可能であ

る、耐水性、耐久性及び耐候性に優れ、且つ意匠性の高

い模様塗膜を提供すること。

【解決手段】塗膜形成成分に対する着色粒子の質量比を

調節することにより、着色粒子を含んだ模様塗膜におい

て、前記着色粒子が前記塗膜の表面から５μｍの領域に

は存在せず、５～１００μｍの領域には少なくとも存在

することを特徴とする模様塗膜が、１回の塗装により形

成されることを見出した。本発明の塗膜は、クリヤー塗

装の必要なく、１回の塗装で形成可能であるという利点

を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 色 粒 子 を 含 ん だ 模 様 塗 膜 に お い て 、 前 記 着 色 粒 子 が 前 記 塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に
は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 模 様 塗 膜 。
【 請 求 項 ２ 】
エ ナ メ ル 塗 料 か ら な る 下 地 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 模 様 塗 膜
。
【 請 求 項 ３ 】
紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の 模 様 塗 膜 。
【 請 求 項 ４ 】
着 色 粒 子 を １ ～ ６ ０ 質 量 ％ 含 む 塗 料 で 塗 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 模 様 塗 膜 の 形 成 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
エ ナ メ ル 塗 料 か ら な る 下 地 層 上 に 、 着 色 粒 子 を １ ～ ６ ０ 重 量 ％ 含 む 塗 料 で 塗 膜 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 模 様 塗 膜 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 着 色 粒 子 が ゲ ル 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 模 様 塗 膜 の 形 成
方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 中 に 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 模 様 塗 膜 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 塗 料 が エ マ ル シ ョ ン 系 塗 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 模 様 塗 膜 の 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 耐 水 性 、 耐 久 性 及 び 耐 候 性 に 優 れ 、 且 つ 意 匠 性 の 高 い 模 様 塗 膜 、 並 び に 前 記 模
様 塗 膜 の 形 成 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
多 彩 模 様 塗 料 は 、 油 性 ま た は 水 性 分 散 媒 中 に 、 こ の 分 散 媒 に は 溶 解 し な い 状 態 で 、 い く つ
か の 異 な っ た 色 調 の 着 色 粒 子 を 懸 濁 分 散 せ し め て な る も の で 、 １ 回 の 塗 装 で 色 調 の 異 な っ
た 斑 点 状 、 滴 状 、 粒 状 等 の 組 み 合 わ せ か ら な る 、 い わ ゆ る 色 散 ら し 模 様 の 得 ら れ る 塗 料 と
し て 従 来 周 知 で あ り 、 例 え ば 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ － ５ ６ ６ ７ に も 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
多 彩 模 様 塗 料 を 塗 装 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 多 彩 模 様 塗 膜 は 、 意 匠 性 重 視 の 設 計 の た め
、 建 築 外 装 や 水 回 り 等 で の 使 用 の 際 に 、 素 地 か ら の エ フ ロ に よ る 退 色 や 、 経 時 的 に 黄 変 ・
チ ョ ー キ ン グ を 生 じ 易 い 。 さ ら に 、 塗 膜 中 の 着 色 粒 子 を 覆 う 塗 膜 形 成 成 分 が 屋 外 暴 露 時 に
雨 等 で 溶 解 し て 、 塗 膜 形 成 成 分 と 着 色 粒 子 の 間 の 界 面 で 劣 化 が 生 じ 、 剥 が れ が 形 成 さ れ 易
い 。 こ の よ う に 多 彩 模 様 塗 膜 は 、 耐 水 性 、 耐 久 性 に 劣 り 、 厳 し い 環 境 下 で は 初 期 の 塗 膜 状
態 の 維 持 が 困 難 で あ り 、 さ ら に 形 成 さ れ た 塗 膜 の 汚 染 に よ る 美 観 の 低 下 も 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 問 題 点 の 解 決 策 と し て 、 例 え ば 多 彩 模 様 塗 膜 の 下 塗 り に 弾 性 塗 材 を 用 い る こ と が 提 案
さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 素 地 か ら の エ フ ロ は 防 止 で き
る が 、 多 彩 模 様 塗 料 と し て 親 水 性 コ ロ イ ド 形 成 物 質 の ゲ ル 化 膜 で カ プ セ ル 化 さ れ て い る 合
成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン を 使 用 す る た め 、 塗 膜 形 成 時 に 着 色 粒 子 同 士 が 完 全 に 融 着 せ ず 、 経 時
的 に 着 色 粒 子 間 の 亀 裂 に よ る 剥 が れ が 生 じ 、 初 期 の 塗 膜 状 態 を 維 持 で き る も の で は な か っ
た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 最 近 、 特 定 の 着 色 粒 子 を １ 種 以 上 含 有 す る 多 彩 模 様 塗 料 を 塗 装 し た 後 、 ク リ ヤ ー 塗 料
を 塗 装 す る こ と に よ り 、 耐 水 性 や 耐 久 性 に 優 れ 且 つ 意 匠 性 の 高 い 多 彩 模 様 塗 膜 を 形 成 す る
仕 上 げ 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ６ ２ － ８ ７ ２ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ５ ７ １ ８ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら こ の 方 法 で は 、 多 彩 模 様 塗 膜 を 形 成 し た 後 に 、 そ れ に 被 せ て ク リ ヤ ー 塗 料 を
塗 装 す る た め 、 塗 装 工 程 が 少 な く と も 一 度 以 上 増 す こ と と な り 、 塗 装 工 程 に 手 間 と 煩 雑 さ
を 与 え る と い う 問 題 が 存 在 す る 。 さ ら に 塗 装 工 の 熟 練 度 に よ り 、 ク リ ヤ ー 塗 膜 の 厚 さ に 差
異 が 生 じ て し ま い 、 要 求 さ れ る 意 匠 外 観 を 達 成 で き な い と い う 問 題 も 存 在 す る 。 ま た 、 多
彩 模 様 塗 膜 の 上 に ク リ ヤ ー 塗 膜 が 形 成 さ れ て い な い 恐 れ も 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 本 発 明 は 、 複 雑 な 塗 装 工 程 の 必 要 が な く 、 且 つ 塗 装 工 の 熟 練 度 に 頼 る こ と な く 、
塗 料 を 塗 装 し て 容 易 に 形 成 可 能 で あ る 、 耐 水 性 、 耐 久 性 及 び 耐 候 性 に 優 れ 、 且 つ 意 匠 性 の
高 い 多 彩 模 様 塗 膜 を 含 む 模 様 塗 膜 及 び そ の 形 成 方 法 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 塗 膜 形 成 成 分 に 対 す る
着 色 粒 子 の 質 量 比 を 調 節 す る こ と に よ り 、 着 色 粒 子 が 塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に は 存
在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 模 様 塗 膜 が 、 １
回 の 塗 装 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 見 出 し た 。 こ の ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 膜 厚 の 層 は 、 ク リ ヤ ー
層 と し て 機 能 す る こ と が で き る た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ク リ ヤ ー 塗 装 の 必 要 な く 、 １ 回 の
塗 装 で 目 的 と す る 模 様 塗 膜 を 形 成 可 能 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 模 様 塗 膜 は 、 着 色 粒 子 を 含 ん だ 模 様 塗 膜 に お い て 、 前 記 着 色 粒 子 が 前 記
塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 模 様 塗 膜 は 、 エ ナ メ ル 塗 料 か ら な る 下 地 層 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
こ こ で 、 本 発 明 の 模 様 塗 膜 は 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 を 含 有 す る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 模 様 塗 膜 の 形 成 方 法 は 、 着 色 粒 子 を １ ～ ６ ０ 質 量 ％ 含 む 塗 料 で 塗 膜 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
さ ら に 、 エ ナ メ ル 塗 料 か ら な る 下 地 層 上 に 、 着 色 粒 子 を １ ～ ６ ０ 重 量 ％ 含 む 塗 料 で 塗 膜 を
形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
こ こ で 、 着 色 粒 子 が ゲ ル 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。
さ ら に 、 ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 中 に 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 を 含 有 さ せ る こ と が
望 ま し い 。
ま た さ ら に 、 塗 料 が エ マ ル シ ョ ン 系 塗 料 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ を 参 考 に し て 、 本 発 明 の 模 様 塗 膜 を 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 （ １ ） は 、 基 材
（ ２ ） の 上 に 形 成 さ れ 、 塗 膜 形 成 成 分 （ １ ｂ ） 中 に 着 色 粒 子 （ １ ａ ） を 含 ん で な る 。 着 色
粒 子 （ １ ａ ） は １ 色 以 上 の も の で あ り 、 こ の 着 色 粒 子 （ １ ａ ） が 前 記 塗 膜 （ １ ） の 表 面 か
ら ５ μ ｍ の 領 域 に は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る こ と を 特 徴
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と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お け る 「 塗 膜 形 成 成 分 （ １ ｂ ） 」 は 、 本 発 明 に 係 る 塗 膜 （ １ ） を 形 成 す る 樹 脂 を
含 む 成 分 を 指 し 、 樹 脂 成 分 と し て は 、 例 え ば ア ク リ ル 樹 脂 、 ス チ レ ン － ア ク リ ル 樹 脂 、 ア
ク リ ル － シ リ コ ー ン 樹 脂 、 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 な ど が 使 用 で き る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お け る 「 着 色 粒 子 （ １ ａ ） 」 は 、 本 発 明 に 係 る 塗 膜 （ １ ） に 模 様 を 与 え る た め の
も の で 、 粒 径 が ０ ． １ ～ ３ ｍ ｍ の 範 囲 の い ず れ に 着 色 さ れ た 粒 子 を 指 し 、 例 え ば 硅 砂 、 石
英 、 陶 磁 器 粉 砕 粒 子 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 雲 母 、 樹 脂 ビ ー ズ 等 の 公 知 の 骨 材 、 及 び ／ ま た は
ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 で あ っ て 良 い 。 ま た 本 発 明 の 塗 膜 （ １ ） は 、 少 な く と も ２ 色 以 上 の 着 色
粒 子 （ １ ａ ） を 含 み 、 多 彩 模 様 塗 膜 を 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 （ １ ） は 、 水 系 分 散 媒 （ 該 分 散 媒 に 、 塗 膜 形 成 成 分 と し て 合 成 樹 脂
エ マ ル シ ョ ン を 含 有 し て も 良 い ） 中 に 、 親 水 性 コ ロ イ ド 形 成 物 質 の ゲ ル 化 膜 で カ プ セ ル 化
さ れ て な る ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 を 分 散 さ せ た タ イ プ の 合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン よ り な る 塗 料 を
用 い て 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に お け る 「 ゲ ル 状 」 と は 、 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル な ど の よ う な
親 水 性 コ ロ イ ド 形 成 物 質 と 前 記 コ ロ イ ド 物 質 を 不 溶 化 す る こ と の で き る ホ ウ 素 、 マ グ ネ シ
ウ ム モ ン モ リ ロ ナ イ ト の よ う な 不 溶 化 剤 （ ゲ ル 化 剤 ） と が 作 用 し あ っ て 、 一 種 の 三 次 元 的
網 状 組 織 が 形 成 さ れ た 状 態 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
従 っ て 、 ゲ ル 化 膜 で カ プ セ ル 化 さ れ た ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 は 、 親 水 性 コ ロ イ ド を 不 溶 化 す る
公 知 の 技 術 で 製 造 さ れ 得 る も の で あ り 、 親 水 性 コ ロ イ ド 形 成 物 質 を 含 む 着 色 樹 脂 エ マ ル ジ
ョ ン を 、 ゲ ル 化 剤 を 含 む 水 媒 体 中 に 混 合 し 、 分 散 さ せ る こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
着 色 粒 子 は 模 様 塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に 存 在 し な い の で 、 厳 し い 環 境 条 件 に お い て
で さ え 、 塗 膜 形 成 成 分 と 着 色 粒 子 と 間 の 亀 裂 に よ る 剥 が れ が 生 じ に く く な る た め 、 塗 膜 の
耐 候 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 着 色 粒 子 は 模 様 塗 膜 の 表 面 か ら ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ
の 領 域 に 存 在 す る の で 、 模 様 塗 膜 中 の 着 色 粒 子 が 厚 い 塗 膜 形 成 成 分 で 覆 わ れ る こ と が な く
、 そ の 色 彩 が 外 部 か ら 明 瞭 と な る た め 、 意 匠 性 が 向 上 し た 模 様 塗 膜 を 形 成 可 能 で あ る 。 従
っ て 、 着 色 粒 子 が 本 発 明 に 係 る 塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ
ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る こ と が 、 塗 膜 の 耐 候 性 及 び 意 匠 性 の 点 か ら 最 も 適 切 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 で は 、 塗 膜 形 成 成 分 （ １ ｂ ） と 着 色 粒 子 （ １ ａ ） と を 含 む 塗 料 に 対 す る 着 色 粒 子 の
質 量 比 が 、 １ ～ ６ ０ 質 量 ％ と な る よ う な 塗 料 を 用 い る こ と で 、 着 色 粒 子 が 本 発 明 に 係 る 塗
膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の 領 域 に は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 （ １ ） は 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 を 含 ん で も 良 い 。 さ
ら に 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 は 、 ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 （ １ ａ ） 中 に 存 在 し て も
良 い 。 こ こ で 「 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま た は 光 安 定 剤 」 と は 、 公 知 の 紫 外 線 吸 収 剤 及 び ／ ま
た は 光 安 定 剤 を 含 め て 指 す も の で あ り 、 紫 外 線 吸 収 剤 と し て は 、 ベ ン ゾ フ ェ ノ ン 系 、 シ ア
ノ ア ク リ レ ー ト 系 、 シ ュ ウ 酸 ア ニ リ ド 系 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 系 、 ト リ ア ジ ン 系 な ど の 各
種 紫 外 線 吸 収 剤 を 使 用 で き 、 光 安 定 剤 と し て は 、 各 種 の ラ ジ カ ル 補 捉 剤 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 に 含 有 さ れ る 紫 外 線 吸 収 剤 の 具 体 例 と し て は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル
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系 紫 外 線 吸 収 剤 で あ る 、 チ バ ・ ス ペ シ ャ ル テ ィ ・ ケ ミ カ ル ズ （ 株 ） 製 、 製 品 名 ： Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ
Ｖ Ｉ Ｎ １ １ ３ ０ 等 が 挙 げ ら れ 、 光 安 定 剤 の 具 体 例 と し て は 、 ヒ ン ダ ー ド ア ミ ン 系 安 定 剤 で
あ る 、 チ バ ・ ス ペ シ ャ ル テ ィ ・ ケ ミ カ ル ズ （ 株 ） 製 、 製 品 名 ： Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ Ｖ Ｉ Ｎ ２ ９ ２ 等 が
挙 げ ら る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
紫 外 線 吸 収 剤 及 び 光 安 定 剤 は 、 ど ち ら か 一 方 を 使 用 し て も 良 い し 、 両 者 を 併 用 し て も 良 い
が 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び 光 安 定 剤 を 併 用 す る と 、 こ れ ら を 含 有 す る 模 様 塗 膜 は 、 高 い 耐 候 性
を 達 成 で き る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 （ １ ） で 塗 装 さ れ る 基 材 （ ２ ） と し て は 、 コ ン ク リ ー ト 板 、 石 綿 セ
メ ン ト 板 、 ハ ー ド ボ ー ド 、 石 膏 ボ ー ド 、 石 綿 パ ー ラ イ ト 板 、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 板 等 の 建 築
用 ボ ー ド 類 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ス チ レ ン 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂
、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 等 の プ ラ ス チ ッ ク 類 、 鉄 板 、 ア ル ミ 板 、 ブ リ キ 板 、 ト タ ン 板 等 の 金 属
類 、 木 材 、 合 成 木 材 ガ ラ ス 、 セ ラ ミ ッ ク 等 広 範 囲 な 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 但 し 、 本 発 明 の 模
様 塗 膜 が 建 築 基 材 上 に 塗 装 さ れ る 際 に は 、 基 材 上 に 下 塗 り 塗 膜 ま た は 中 塗 り 塗 膜 を 作 成 し
た 後 、 そ の 上 部 に 本 発 明 の 模 様 塗 膜 を 塗 装 し て も 良 い 。 ま た 、 本 発 明 の 模 様 塗 膜 は 、 エ ナ
メ ル 塗 料 か ら な る 下 地 層 が 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
最 も 効 果 的 な 本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 （ １ ） が 得 ら れ る 塗 装 方 法 は ス プ レ ー 塗 装 で あ る が 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 刷 毛 、 ロ ー ラ ー 、 カ ー テ ン フ ロ ー コ ー タ ー 等 の 公 知 の 塗
装 方 法 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 塗 装 方 法 の 持 つ 特 徴 が 生 か さ れ た 独 特 な 模 様
を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 具 体 例 を 以 下 の 実 施 例 に よ り 詳 述 す る 。 尚 、 以 下 に 述 べ る 配 合 量 は 、 全 て 質 量 部
を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
塗 膜 形 成 成 分 Ａ の 作 製
水 性 エ マ ル シ ョ ン と し て 、 ア ク リ ル 樹 脂 を ４ ５ 質 量 ％ 含 有 す る 旭 化 成 （ 株 ） 製 ポ リ ト ロ ン
Ｅ － ３ ６ ０ 　 ９ ５ 質 量 部 と 造 膜 助 剤 （ イ ー ス ト マ ン ケ ミ カ ル 　 ジ ャ パ ン （ 株 ） 製 、 商 品 名
： テ キ サ ノ ー ル ） ５ 質 量 部 を 混 合 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
塗 膜 形 成 成 分 Ｂ の 作 製
水 性 エ マ ル シ ョ ン と し て 、 ア ク リ ル 樹 脂 を ４ ５ 質 量 ％ 含 有 す る 旭 化 成 （ 株 ） 製 ポ リ ト ロ ン
Ｅ － ３ ６ ０ 　 ９ ４ 質 量 部 と 造 膜 助 剤 （ イ ー ス ト マ ン ケ ミ カ ル 　 ジ ャ パ ン （ 株 ） 製 、 商 品 名
： テ キ サ ノ ー ル ） ５ 質 量 部 、 紫 外 線 吸 収 剤 と し て Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ Ｖ Ｉ Ｎ １ １ ３ ０ （ チ バ ・ ス ペ シ
ャ ル テ ィ ・ ケ ミ カ ル ズ （ 株 ） 製 ） ０ ． ５ 質 量 部 、 光 安 定 剤 と し て Ｔ Ｉ Ｎ Ｕ Ｖ Ｉ Ｎ ２ ９ ２ （
チ バ ・ ス ペ シ ャ ル テ ィ ・ ケ ミ カ ル ズ （ 株 ） 製 ） ０ ． ５ 質 量 部 を 攪 拌 混 合 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 １
上 記 塗 膜 形 成 成 分 Ａ ５ ０ 質 量 部 、 白 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ホ
ワ イ ト ） ２ ５ 質 量 部 、 黒 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ブ ラ ッ ク ） ２
５ 質 量 部 を 混 合 攪 拌 し て 塗 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 ２
上 記 塗 膜 形 成 成 分 Ｂ ５ ０ 質 量 部 、 白 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ホ
ワ イ ト ） ２ ５ 質 量 部 、 黒 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ブ ラ ッ ク ） ２
５ 質 量 部 を 混 合 攪 拌 し て 塗 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ３
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上 記 塗 膜 形 成 成 分 Ａ ９ ５ 質 量 部 、 白 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ホ
ワ イ ト ） ２ ． ５ 質 量 部 、 黒 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ブ ラ ッ ク ）
２ ． ５ 質 量 部 を 混 合 攪 拌 し て 塗 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
比 較 例 １
上 記 塗 膜 形 成 成 分 Ａ １ ０ 質 量 部 、 白 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ホ
ワ イ ト ） ４ ５ 質 量 部 、 黒 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ブ ラ ッ ク ） ４
５ 質 量 部 を 混 合 攪 拌 し て 塗 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
比 較 例 ２
上 記 塗 膜 形 成 成 分 Ａ ９ ９ ． ５ 質 量 部 、 白 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン
ド ホ ワ イ ト ） ０ ． ２ 質 量 部 、 黒 色 硅 砂 （ 神 東 陶 料 （ 株 ） 製 、 商 品 名 ： カ ラ ー サ ン ド ブ ラ ッ
ク ） ０ ． ３ 質 量 部 を 混 合 攪 拌 し て 塗 料 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
目 視 試 験
上 記 実 施 例 １ ～ ３ 、 並 び に 比 較 例 １ 及 び ２ の 塗 料 を 、 ス プ レ ー 塗 装 に よ り 、 ア ク リ ル 板 上
、 及 び 離 型 紙 上 に 乾 燥 膜 厚 が ２ ０ ０ μ ｍ と な る よ う に 塗 装 し て 模 様 塗 膜 を 形 成 し た 。 ス ー
パ ー Ｕ Ｖ テ ス タ ー （ 岩 崎 電 気 （ 株 ） 製 ） に よ り 、 光 照 射 ４ 時 間 、 結 露 ４ 時 間 を １ サ イ ク ル
と し て 、 ア ク リ ル 板 上 に 塗 装 し た 塗 膜 の 耐 候 性 を 、 目 視 に よ り 測 定 し た 。 ま た 、 離 型 紙 上
に 形 成 さ れ た 塗 膜 を 剥 離 し 、 そ の 断 面 を 光 学 顕 微 鏡 に よ り 目 視 す る こ と に よ り 、 着 色 粒 子
表 面 よ り 塗 膜 形 成 成 分 の 表 面 ま で の 膜 厚 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
実 施 例 １ ～ ３ 、 並 び に 比 較 例 １ 及 び ２ の 塗 料 の 配 合 量 、 さ ら に そ れ ら の 塗 料 に よ り 形 成 さ
れ た 塗 膜 の 目 視 試 験 の 結 果 が 、 以 下 の 表 １ に 示 さ れ る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐 候 性 の 評 価 （ 目 視 に よ り 判 定 ）
○ ： 塗 膜 に 異 常 は な い
△ ： 塗 膜 に 若 干 の 変 色 及 び 艶 引 け が あ る が 実 用 上 問 題 な し
× ： 塗 膜 に ひ び 割 れ が 発 生

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-277653 A 2004.10.7



意 匠 性 （ 目 視 に よ り 判 定 ）
○ ： 多 彩 感 が あ る
× ： 多 彩 感 に 乏 し い
【 ０ ０ ３ ５ 】
表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 全 質 量 に 対 し て １ ～ ６ ０ 質 量 ％ の 着 色 粒 子 を 含 む 本 発 明 の 実 施
例 １ ～ ３ の 塗 料 に よ り 形 成 さ れ た 模 様 塗 膜 は 、 着 色 粒 子 を ９ ０ 質 量 ％ 含 む 比 較 例 １ 記 載 の
塗 料 で 形 成 さ れ た 塗 膜 と 比 較 し て 耐 候 性 に 優 れ 、 且 つ 着 色 粒 子 を ０ ． ５ 質 量 ％ 含 む 比 較 例
２ に 記 載 の 塗 料 で 形 成 さ れ た 塗 膜 と 比 較 し て 意 匠 性 の 点 で 優 れ て い る こ と が 明 ら か で あ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 下 に 、 着 色 粒 子 が ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 で あ る 実 施 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
塗 膜 形 成 成 分 Ｃ の 作 製
以 下 の 組 成 を 混 合 攪 拌 し て 、 塗 膜 形 成 成 分 Ｃ を 作 製 し た ：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
塗 膜 形 成 成 分 Ｄ の 作 製
以 下 の 組 成 を 混 合 攪 拌 し て 、 塗 膜 形 成 成 分 Ｄ を 作 製 し た ：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
模 様 塗 膜 中 の ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 を 製 造 す る た め に 、 は じ め に 下 記 の 配 合 の 成 分 を 混 合 攪 拌
し て 着 色 塗 料 ｅ ～ ｊ を 製 造 し た 。
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
実 施 例 ４ ～ ８ 及 び 比 較 例 ３ ～ ４
塗 膜 形 成 成 分 Ｃ 及 び Ｄ 、 な ら び に 着 色 塗 料 ｅ ～ ｊ を 、 以 下 の 表 ３ に 記 載 さ れ る よ う に 配 合
し て 混 合 攪 拌 し 、 ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 を 含 む 塗 料 を 作 製 し た 。 評 価 は 前 記 記 載 の 実 施 例 と 同
様 に 実 施 し た 。
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
表 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 全 質 量 に 対 し て １ ～ ６ ０ 質 量 ％ の ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 を 含 む 本 発
明 の 実 施 例 ４ ～ ８ の 塗 料 に よ り 形 成 さ れ た 模 様 塗 膜 は 、 ゲ ル 状 の 着 色 粒 子 を ９ ０ 質 量 ％ 含
む 比 較 例 ３ 記 載 の 塗 料 で 形 成 さ れ た 塗 膜 と 比 較 し て 耐 候 性 に 優 れ 、 且 つ ゲ ル 状 の 着 色 粒 子
を ０ ． ５ 質 量 ％ 含 む 比 較 例 ４ に 記 載 の 塗 料 で 形 成 さ れ た 塗 膜 と 比 較 し て 意 匠 性 の 点 で 優 れ
て い る こ と が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 塗 膜 形 成 成 分 と 着 色 粒 子 と を 合 わ せ た 全 質 量 に 対 し て 、 着 色 粒 子 を １ ～
６ ０ 質 量 ％ 含 む 塗 料 を 使 用 す る こ と に よ り 、 前 記 着 色 粒 子 が 前 記 塗 膜 の 表 面 か ら ５ μ ｍ の
領 域 に は 存 在 せ ず 、 ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 領 域 に は 少 な く と も 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 耐
候 性 及 び 意 匠 性 に 優 れ た 模 様 塗 膜 が 形 成 さ れ 、 本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 は 、 ク リ ヤ ー 塗 装 の
必 要 な く 、 １ 回 の 塗 装 で 形 成 可 能 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 模 様 塗 膜 を 模 式 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 　 　 模 様 塗 膜
１ ａ ． 　 着 色 粒 子
１ ｂ ． 　 塗 膜 形 成 成 分
２ ． 　 　 基 材
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【 図 １ 】
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